
今
一
度
、災
害
へ
の
備
え
を

　

９
月
４
日
午
後
0
時
頃
、
台
風
第
21
号
は
非
常
に
強
い

勢
力
で
徳
島
県
に
上
陸
し
た
後
、
速
度
を
上
げ
な
が
ら
近

畿
地
方
を
縦
断
し
ま
し
た
。
最
大
瞬
間
風
速
は
関
空
島
観

測
所
で
観
測
史
上
最
大
の
５
８・
１
ｍ
。
近
畿
地
方
を
は

じ
め
、
全
国
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　　

市
で
は
、
午
後
１
時
過
ぎ
か
ら
風
雨
が
強
ま
り
、
強
風

に
あ
お
ら
れ
て
転
倒
す
る
な
ど
し
て
３
人
の
軽
傷
者
が
出

た
ほ
か
、
家
屋
な
ど
に
つ
い
て
も
、
屋
根
瓦
の
飛
散
や
窓

ガ
ラ
ス
の
破
損
な
ど
多
数
の
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
内
各
所
で
樹
木
や
電
柱
の
転
倒
に
よ
る
通
行

規
制
や
停
電
の
発
生
な
ど
、
市
民
生
活
に
大
き
な
影
響
が

あ
り
ま
し
た
。

　

台
風
第
21
号
が
日
本
列
島
に
接
近
す
る
に
伴
い
、
そ
の

勢
力
の
大
き
さ
は
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
や
新
聞
な
ど
の
メ

デ
ィ
ア
で
度
々
伝
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
で
、
家
で
、
学
校
で
、

職
場
で
、
こ
の
よ
う
な
被
害
が
出
る
と
は
想
像
で
き
な

か
っ
た
人
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

自
然
災
害
は
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
台
風
第

21
号
通
過
直
後
に
発
生
し
た
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
の
よ

う
に
、
災
害
が
重
な
っ
て
起
こ
る
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　　

被
害
を
少
な
く
す
る
た
め
、
わ
た
し
た
ち
一
人
ひ
と
り

が
、
自
然
災
害
へ
の
備
え
に
つ
い
て
見
直
す
必
要
が
あ
り

ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

防
災
・
防
犯
推
進
室
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こ
の
た
び
の
台
風
第
21
号
に
よ
り
被
害
に
遭
わ
れ
た
皆

様
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
回
の
台
風
は
、
近
畿
を
中
心
に
記
録
的
な
暴
風
と
な

り
、
大
阪
府
内
各
地
で
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

本
市
の
被
害
と
し
て
は
、
電
柱
倒
壊
や
倒
木
、
住
宅
被

害
な
ど
広
範
囲
で
発
生
し
て
お
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
の
安
全
を
第
一
に
、
関
係
機
関
と
協
力
し
、

早
急
な
全
面
復
旧
に
向
け
て
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

大
阪
狭
山
市
長　

古
川　

照
人

◆
出
か
け
る
必
要
が
な
い
と
き
は
、
で
き
る

だ
け
自
宅
に
い
ま
し
ょ
う

◆
ラ
ジ
オ
や
テ
レ
ビ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な

ど
で
、
台
風
情
報
を
こ
ま
め
に
チ
ェ
ッ
ク
し

ま
し
ょ
う

◆
外
出
し
て
い
る
と
き
は
、
川
や
水
路
に
近

づ
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

◆
避
難
の
前
に
は
、
必
ず
火
の
始
末
を
し
ま

し
ょ
う

◆
避
難
の
際
の
持
ち
物
は
最
小
限
に
し
て
背

中
に
背
負
う
な
ど
、
両
手
が
自
由
に
使
え
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

◆
忘
れ
物
を
し
た
場
合
で
も
、
取
り
に
戻
る

危
険
度

低

高

３
つ
の
避
難
情
報

台
風
が
来
る
前
の
対
策

台
風
が
来
た
時
の
行
動

〈
常
に
リ
ュ
ッ
ク
に
入
れ
て
お
く
も
の
〉

□
飲
料
水（
５
０
０
ml
１
人
１
本
以
上

　

×
人
数
）

□
非
常
食（
１
人
３
食
分
×
人
数
）

□
タ
オ
ル
・
下
着
・
靴
下
・
ス
リ
ッ
パ

□
衛
生
用
品
・
生
理
用
品

□
雨
具

□
防
寒
シ
ー
ト

□
嗜
好
品

□
懐
中
電
灯

□
現
金

□
携
帯
ラ
ジ
オ

□
ビ
ニ
ー
ル
袋

〈
持
ち
出
し
時
に
準
備
す
る
も
の
〉

□
携
帯
電
話
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

□
保
険
証

□
服
用
し
て
い
る
薬

　
屋
内
の
備
え

❶
避
難
場
所
ま
で
の
道
順
を
確
認
し
ま
し
ょ

う❷
日
頃
か
ら
防
災
マ
ッ
プ
で
危
険
箇
所
や
避

難
場
所
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う

❸
常
に
最
新
の
気
象
情
報
が
得
ら
れ
る
準
備

を
し
ま
し
ょ
う

❹
断
水
に
備
え
て
、飲
料
水
の
備
蓄
、浴
槽
に
水

を
張
る
な
ど
、生
活
用
水
を
確
保
し
ま
し
ょ
う

❺
病
人
や
乳
幼
児
、体
の
不
自
由
な
人
は
、早
め

に
安
全
な
場
所
へ
避
難
し
ま
し
ょ
う

　
屋
外
の
点
検
・整
備

❶
雨
ど
い
に
落
ち
葉
や
土
砂
が
詰
ま
っ
て
い

な
い
か
、継
ぎ
目
が
外
れ
た
り
腐
っ
た
り
し
て

い
な
い
か

❷
排
水
溝
に
土
砂
や
ご
み
が
た
ま
っ
て
い
な

い
か

❸
屋
根
瓦
や
ト
タ
ン
が
壊
れ
た
り
、ず
れ
た
り

し
て
い
な
い
か

❹
雨
戸
や
窓
が
ゆ
る
ん
だ
り
、が
た
つ
い
た
り

し
て
い
な
い
か

❺
鉢
植
え
や
も
の
干
し
ざ
お
な
ど
、飛
ば
さ
れ

る
危
険
性
が
高
い
も
の
は
室
内
へ
、ま
た
は
固

定
を

❻
塀
や
外
壁
に
ひ
び
が
入
っ
て
い
た
り
、ぐ
ら

つ
い
た
り
し
て
い
な
い
か

※
そ
の
ほ
か
、個
人
や
家
庭
の
事
情
に
あ
わ
せ
、

備
え
を
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

の
は
危
険
で
す
の
で
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う

◆
暴
風
や
浸
水
で
避
難
場
所
ま
で
の
移
動
が

危
険
な
場
合
は
家
の
中
の
で
き
る
だ
け
安
全

な
場
所（
崖
か
ら
離
れ
た
２
階
の
部
屋
な
ど
）

で
待
機
し
た
り
、
近
隣
の
で
き
る
だ
け
頑
丈

な
建
物
に
避
難
す
る
こ
と
を
検
討
し
ま
し
ょ

う【
市
が
指
定
し
て
い
る
避
難
所
】

小
・
中
学
校
体
育
館
、
東
野
幼
稚
園
、
総
合

体
育
館
、
池
尻
体
育
館
、
狭
山
高
校
体
育
館

※
開
設
状
況
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
確

認
の
上
、
避
難
し
て
く
だ
さ
い

台風などの気象情報については、テレビやラジオ、インターネットのほか、次の方法で取得することができます。

■防災行政無線電話サービス 0120－367－707
　屋外スピーカー（防災行政無線）の音が聞き取りにくい時、
電話をかけると、最新の放送内容を聞くことができます（通
話料は無料）

■おおさか防災ネット　防災情報メール
　大雨洪水警報などの気象情報、避難勧告・避難指
示（緊急）、光化学スモッグ情報などの情報を電子
メール（touroku@osaka-bousai.net）配信します

■POTEKA（超高密度気象観測システム）
　雨量や温度、風速などを測定することができる
小型気象観測システム
※市立コミュニティセンターに設置

■大阪狭山市公式LINE@・Facebook
　避難に関する情報の発令や避難
所開設情報など、市の防災情報を
SNSで配信します

LINE@ Facebook

災害情報を得る方法

自宅に備えておくもの持ち出しリュックの準備 避
難
す
る
際
す
ぐ
に
持
ち
出
せ
る
よ
う
に
、

非
常
持
出
品
を
準
備
し
ま
し
ょ
う

　
避
難
準
備
・

　
高
齢
者
等
避
難
開
始

　
避
難
に
時
間
を
要
す
る
人

（
高
齢
者
、障
が
い
者
、乳
幼
児

な
ど
）と
支
援
者
は
避
難
を
開

始
し
ま
し
ょ
う
。そ
の
ほ
か
の

人
は
、気
象
情
報
に
注
意
し
、

家
族
な
ど
と
の
連
絡
、非
常
持

出
品
の
用
意
な
ど
、避
難
準
備

を
開
始
し
ま
し
ょ
う
。

　
避
難
勧
告

　
速
や
か
に
指
定
さ
れ
た

避
難
場
所
な
ど
へ
避
難
し
て

く
だ
さ
い
。外
出
す
る
こ
と

で
か
え
っ
て
危
険
が
お
よ
ぶ

可
能
性
が
あ
る
場
合
は
、近

く
の
安
全
な
場
所
へ
の
避
難

や
、自
宅
内
の
よ
り
安
全
な

場
所
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。
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□
飲
み
も
の（
１
人
１
日
３
ℓ
×
７
日

　

×
人
数
）

□
食
料（
７
日
程
度
）　

□
使
い
捨
て
カ
イ
ロ　

□
携
帯
用
ト
イ
レ
・
ポ
リ
袋　

□
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ　

□
ス
コ
ッ
プ　

□
バ
ー
ル　

□
の
こ
ぎ
り　

□
ジ
ャ
ッ
キ　

□
ブ
ル
ー
シ
ー
ト　

□
ウ
ォ
ー
タ
ー
タ
ン
ク　

□
荷
物
運
搬
カ
ー
ト　

□
ス
リ
ッ
パ

　
避
難
指
示（
緊
急
）

　
避
難
中
の
場
合
は
、
周
囲

の
状
況
を
確
認
し
な
が
ら

速
や
か
に
避
難
行
動
を
完

了
し
ま
し
ょ
う
。
直
ち
に
避

難
行
動
を
と
る
こ
と
が
で

き
な
い
場
合
は
、
生
命
を
守

る
最
低
限
の
行
動
を
開
始

し
ま
し
ょ
う
。



07 広報おおさかさやま 2018.10 06広報おおさかさやま 2018.10

　

乳
が
ん
は
、
乳
房
の
中
に
あ
る
乳
腺（
母
乳

を
つ
く
る
と
こ
ろ
）に
で
き
る
悪
性
腫
瘍
で
す
。

　

乳
が
ん
に
か
か
る
ピ
ー
ク
は
40
歳
代
後
半
か

ら
50
歳
代
前
半
で
、
そ
の
後
は
次
第
に
減
少
し

ま
す
。

　

乳
が
ん
検
診
は
症
状
の
な
い
健
康
な
人
を
対

象
に
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
が
ん
を
よ
り
早
期

に
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
早
期
が
ん
は

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
治
癒
し
、
適
切
な
治
療
が
行

わ
れ
れ
ば
、
良
好
な
経
過
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

乳
が
ん
を
早
期
に
発
見
す
る
た
め
に
は
乳
が

ん
検
診
を
定
期
的
に
受
診
し
、
精
密
検
査
が
必

要
と
判
定
さ
れ
た
ら
、必
ず
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　

た
だ
し
、
し
こ
り
や
自
覚
症
状
が
あ
る
場
合

は
検
診
で
は
な
く
、
速
や
か
に
乳
腺
外
科
の
あ

る
病
院
で
診
察
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　　

保
健
セ
ン
タ
ー
で

は
、マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ

（
乳
房
を
挟
ん
で
レ
ン

ト
ゲ
ン
撮
影
す
る
装

置
）を
搭
載
し
た
検
診

車
で
乳
が
ん
検
診
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検

査
は
、
触
診
で
は
診
断
で
き
な
い
小
さ
な
し
こ

り
や
、
し
こ
り
に
な
る
前
の
石
灰
化
し
た
微
小

な
乳
が
ん
の
発
見
に
威
力
を
発
揮
す
る
検
査
法

で
、
厚
生
労
働
省
も
推
奨
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
実
施
し
て
い
る
が
ん
検
診
を
知
っ

て
い
ま
す
か
？

　

対
象
年
齢
や
受
診
の
方
法
な
ど
、
わ
か

ら
な
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

40
歳
以
上
の
人
は
胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
・

肺
が
ん
検
診
、
20
歳
以
上
の
女
性
は
子
宮

頸
が
ん
検
診
、
40
歳
以
上
の
女
性
は
乳
が

ん
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
診
も
あ
わ
せ
て
受

診
で
き
ま
す
。

　

こ
の
５
つ
の
が
ん
は
、
検
診
を
受
け
て

早
期
発
見
、
早
期
治
療
で
き
れ
ば
、
治
癒

率
が
高
く
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
月
号
で
は
、
特
に
女
性
に
特
有
の
が

ん
で
あ
る
乳
が
ん
の
検
診
を
中
心
に
紹
介

し
ま
す
。

受けよう！命を守る

がん検診

検
診
・検
査

胃がん検診 大腸がん検診 肺がん検診 肝炎検査
（肝がん対策） 乳がん検診 子宮頸がん検診

胃部X線撮影 便潜血検査
胸部X線撮影
（必要時喀

かくたん
痰検査）

Ｃ型・Ｂ型
肝炎ウイルス検査

視触診＋マンモグラ
フィ（乳房専用X線）

頸
けい
部細胞診

（原則頸部細胞診のみ）

対
象

市の住民基本台帳に記録されている

40歳以上の人
原則40歳のみ

（41歳以上で未受診
の人を含む）

40歳以上の女性 20歳以上の女性

自
己
負
担
額

1,000円 500円
500円

（喀
かくたん
痰検査は、

別途500円）
無料 1,000円

1,000円
（体部細胞診は、
別途1,000円）

実
施
場
所

市内実施医療機関

市内・富田林市・堺市の
一部実施医療機関【個別検診】
保健センター【集団検診】
※詳しくは23ページ

申
し
込
み

医療機関へ直接予約（一部予約不要）

【個別検診】医療機関
へ直接予約

診療時間内予約
不要（一部要予約）

【集団検診】保健センター予約専用電話☎
367－6905

※前立腺がん検診（50歳以上の男性）、乳がん超音波検診（30～39歳の女性）も実施しています
※実施医療機関について、詳しくは保健センターだより・市ホームページを確認してください

　

受
付
か
ら
検
診
終
了
ま
で
の
時
間
は
40
分

か
ら
１
時
間
程
度
、
実
施
日
に
よ
っ
て
は
子

宮
頸
が
ん
検
診
も
同
じ
日
に
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

乳
が
ん
検
診
は
精
度
が
高
い
分
、
高
価
な

検
診（
約
５
０
０
０
円
～
１
０
０
０
０
円
）で

す
が
、
市
で
実
施
す
る
乳
が
ん
検
診
は
自
己

負
担
額
１
０
０
０
円
で
受
診
で
き
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

医
師
の
視
触
診
・
解
説

　

医
師
に
よ
り
乳
房
に
し

こ
り
や
ひ
き
つ
れ
、
左
右

差
が
な
い
か
を
チ
ェ
ッ
ク

し
ま
す
。
脇
の
下
の
リ
ン

パ
腺
の
腫
れ
な
ど
も
確
認

し
ま
す
。
そ
の
日
に
説
明

を
受
け
ら
れ
て
安
心
で
す
。

受
付
・
問
診

　

乳
が
ん
の
発
生
に
関
連

す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る

所
定
の
項
目
を
問
診
票
に

記
入
し
ま
す
。

（
例
）妊
娠
や
分
娩
、
授
乳

の
経
歴
な
ど

受
診
の
流
れ

乳
が
ん
検
診

　がん検診の目的は、がんが進行
していない初期の段階で発見し、適
切な治療を行うことによって、がん
による死亡率を減少させることであ
り、検診の対象となるのは症状のな
い人です。（大阪府健康医療部「大阪
府におけるがん検診」より）
　市の乳がん検診で、がんが発見さ
れた人の半数以上が早期がんでし
た。40歳以上の女性で症状がない人
はぜひ乳がん検診を受けてほしいと
思います。

保健師から

・40歳を過ぎてから年に１回受けて
健康確認しています。検査時の痛み
もないし、低額で受けられるのがい
いですね。
・技師さんが優しく撮影の体勢を教
えてくださったので、あまり痛みも
なく受けられました。

受診者の声

※出典：「大阪府におけるがん検診（平成27年度）」大阪府健康医療部

乳がん検診
受診者数 乳がん発見数 乳がんのうち

早期がん

平成25年度 1,555人 ６人 ３人

平成26年度 1,553人 ８人 ６人

平成27年度 1,659人 10人 ７人

問い合わせ　
保健センター

　ポイントは

“早期発見”“早期治療”
“あなた”
　の受診をお待ちしています

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
撮
影

　

レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
装
置

に
乳
房
を
挟
ん
で
撮
影
し

ま
す
。
撮
影
技
師
が
撮
影

方
法
を
説
明
し
ま
す
の
で
、

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
撮
影
し

て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。 

■市で実施しているがん検診

〈大阪狭山市における乳がん検診〉

①

③

②
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　シェイクアウト訓練とは、自宅などそれぞれの場
所で、身を守る安全行動を行う「地震防災訓練」です。
ぜひ、皆さんも参加して防災対策を確認するきっか
けとしてください。
とき　午前９時15分から１分間　
ところ　家庭や屋外など（各自で身近な場所を選定し
てください）
内容　市内35か所の屋外スピー
カー（防災行政無線）から訓練放
送を行いますので、身を守るた
めの安全行動（まず低く・頭を守
り・動かない）を約１分間行って
ください。

　第７期介護保険事業計画によると、介護人材（介護に携わる人）は
2025年度に約245万人必要ですが、約34万人不足すると推計されて
います。
　市でも介護人材不足が懸念され、高齢者の介護予防が求められてい
ます。高齢者が、生きがいや介護予防につながる社会的役割を持つこ
とができるよう、社会参加を積極的に支援していく必要があります。

○高齢になってもいきいき暮らし続けることができる
○心身機能の低下を感じる人は元気になれる、元気な人はより元
気に
○要介護状態になっても、その人らしく過ごせる

　市ではそんな地域づくりをめざしています。

　住み慣れた地域で自分らしい生活を続けるため、現在市内で行われ
ている様々な高齢者の社会参加活動や高齢者を支援するサービスを「大
阪狭山市地域づくり協議体」でまとめ、大阪狭山市地域資源マップ「安
心・安全 !!高齢者お役立ちガイド」を作成しました。

「大阪狭山市地域づくり協議体」とは
　市に住んでいる高齢者の社会参加と生きがいづくりをすすめながら、
住み慣れた地域で自分らしい生活を続けるための地域づくりの推進を
目的に設置しています。生活支援コーディネーター（地域支え合い推進
員）とともに地域ニーズの把握や情報の見える化を推進しています。医薬品 副作用被害 救済制度

　医薬品は、正しく使っていても副作用の発生を
防げない場合があります。「医薬品副作用被害救済制
度」は、医薬品（病院・診療所で処方されたもののほ
か、薬局などで購入したものも含む）を適正に使用
したにもかかわらず、その副作用により入院治療が
必要になるほど重篤な健康被害が生じた場合に、医
療費や年金などの給付を行う公的な制度です。
　詳しくはホームページ（http://www.pmda.go.jp 
/kenkouhigai_camp/index.html）を確認してくだ
さい。

問い合わせ　独立行政法人医薬品医療機器総合機構
（フリーダイヤル 0120－149－931）

高齢者お役立ちガイド

大阪狭山市地域資源マップ
できました！

市ホームページ
ＱＲコード↑

安心・安全 !!

防
総

訓
災
合

練

　市内で震度７を観測した大地震により家屋倒壊や火災が発生したと想定し、市民の皆さん
と市職員、防災関係機関の連携強化を目的に、総合防災訓練を実施します。ぜひ、この機会
に防災について考え、いざというときに行動できるよう日頃の備えを確認してください。
とき　午前９時～ 11時30分　※小雨決行　
ところ　さやか公園
内容　市内一斉シェイクアウト訓練、防災関係機関・自主防災組織実動訓練、防災展示・体
験コーナー（煙体験、水消火器体験、関係機関特殊車両の展示など )
※ 駐車場はありません。気象警報の発表など、災害の発生が予想される場合は中止します。
要約筆記・手話通訳があります。

日頃の備え、確認しよう！

（提供　効果的な防災訓練と防災啓発提唱会議）

シェイクアウト訓練
市内一斉

 問い合わせ　防災・防犯推進室
28日㈰

キノコによる食中毒に注意！

　秋の行楽シーズンを迎えるこの季節、毎年毒キ
ノコによる食中毒が発生しています。
　毒キノコによる食中毒は、激しい下痢、腹痛、
嘔吐などの消化器症状やしびれ、めまいなどの神
経症状を引き起こし、命にかかわる場合がありま
す。
　確実に食用と判断できないキノコは絶対に「採ら
ない！食べない！売らない！人にあげない！」よう
にしましょう。
問い合わせ　富田林保健所衛生課☎0721－23－
2682

毒
　市長と市民がまちづくりに関して直接意見を交換し、市民目線による考えや発
想を得ることを目的とした「＋

プラス

ミニミーティングおおさかさやま」の開催を希望す
る市民団体を募集します。話し合った内容の要旨は、市ホームページで公表する
予定です。
実施期間　16日～ 11月27日の毎週火曜日いずれも午後２時からと午後４時から 
対象　15人以上の会員の参加が見込め、かつ通年で活動している市民団体 
申し込み　参加希望日の１週間前までに、申請書、団体などの会則、役員名簿、
出席予定者名簿、事業計画書を添えて秘書グループへ直接（先着順）。詳しくは問
い合わせてください
※建設的な意見をいただく場と考えておりますので、相談や要望、政治・宗教活
動または営利目的の懇談はお断りします
問い合わせ　秘書グループ

市内一斉

＋
プラス
　

ミーティング

おおさかさやま

ミニ

問い合わせ　高齢介護グループ

どんなことが書いてあるの？
　地域の人が集えるコミュニティカフェ、
さやりんおれんじカフェなどの開催場
所やボランティア活動の相談・支援を行
う大阪狭山市ボランティアセンターを
紹介するなど「生きがいづくり」に関する
情報や、「健康づくり」、「仲間づくり」の活
動についての情報、「見守り・安否確認」の
サービスなど、生活に役立つ情報がまと
めて掲載されています。

配布場所
社会福祉協議会、さやま荘（老人福祉セ
ンター）、市役所高齢介護グループ・福祉
グループ、地域包括支援センター、ニュー
タウン連絡所　※部数には限りがあり
ます。市ホームページ、社会福祉協議会
ホームページ（http://www.
osaka-sayama.or.jp/）から
もダウンロード可
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　準備のため、26日㈮午後０時からぽっぽえんは利用できません。また、27日㈯午前７時に台風などの影
響による警報が発令された場合、中止になります。
問い合わせ　ぽっぽえん（子育て支援センター）  

11 広報おおさかさやま 2018.10

　
平
成
31
年
４
月
か
ら
市
立
幼
稚
園
・市
立
こ
ど
も
園
に

入
園
を
希
望
す
る
１
号
認
定
子
ど
も
の
入
園
申
込
を
受

け
付
け
ま
す
。

○
対
象　
市
内
に
住
ん
で
い
る
３
歳
児（
平
成
27
年
４
月

２
日
～
平
成
28
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）、
４
歳
児（
平
成

26
年
４
月
２
日
～
平
成
27
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）、
５
歳

児（
平
成
25
年
４
月
２
日
～
平
成
26
年
４
月
１
日
生
ま

れ
）

※
平
成
31
年
３
月
31
日
ま
で
に
転
入
を
予
定
し
て
い
る

場
合
も
申
し
込
み
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
証
明
で
き
る

書
類
の
写
し
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い

○
必
要
書
類　
入
園
願
、
支
給
認
定
申
請
書（
１
号
認
定

用
）、
幼
児
個
人
票

○
配
布
場
所　
各
幼
稚
園
、
市
立
こ
ど
も
園
、
市
役
所

保
育
・教
育
グ
ル
ー
プ
、
ぽ
っ
ぽ
え
ん（
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
）、
保
健
セ
ン
タ
ー
、
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
連
絡
所
、

市
立
公
民
館
、
図
書
館

○
受
付
期
間
・場
所　
１
日
㈪
～
12
日
㈮
い
ず
れ
も
午
後

２
時
～
４
時
に
入
園
を
希
望
す
る
市
立
幼
稚
園
・市
立
こ

ど
も
園（
土
・日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）　
※
期
間
内
に
申

し
込
み
で
き
な
い
場
合
は
、
保
育
・教
育
グ
ル
ー
プ
へ
連

絡
し
て
く
だ
さ
い

○
募
集
人
員
な
ど

問
い
合
わ
せ　
各
幼
稚
園
、
市
立
こ
ど
も
園
ま
た
は
保

育
・教
育
グ
ル
ー
プ

園名 所在地
募集人員

３歳児 ４歳児 ５歳児

東幼稚園  狭山三丁目2555－1 70人 若干名 若干名

半田幼稚園  半田二丁目269 35人 若干名 若干名

東野幼稚園  東野中二丁目22 35人 若干名 若干名

市立こども園  西山台六丁目19－12 25人 若干名 若干名

平
成
31
年
度 

市
立
幼
稚
園
・市
立
こ
ど
も
園

入
園
申
込
を
受
け
付
け
ま
す

保
育
所
な
ど
の

　
利
用
申
込
を
受
け
付
け
ま
す

※希望者が 10人以下の場合は募集を停止することがあります

　
平
成
31
年
４
月
か
ら
保
育
所
な
ど
に

入
園
を
希
望
す
る
人
に
入
園
申
込
書
を

配
布
し
ま
す
。

対
象
　
平
成
31
年
４
月
１
日
現
在
、
生

後
２
か
月
～
就
学
前
の
子
ど
も

書
類
の
配
布　
11
月
１
日
㈭
か
ら
市
内

の
各
保
育
園
、
認
定
こ
ど
も
園
、
ぽ
っ

ぽ
え
ん
、
市
役
所
保
育
・教
育
グ
ル
ー
プ

申
し
込
み　
12
月
１
日
㈯
～
７
日
㈮
に

保
育
・教
育
グ
ル
ー
プ
へ
直
接　
※
日
曜

日
を
除
く
。
12
月
１
日
㈯
は
午
前
中
の

み
受
付

詳
し
く
は
、
11
月
号
広
報
誌
を
確
認
し

て
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ　
保
育
・教
育
グ
ル
ー
プ

　ぽっぽえんに地域の人やボランティアが集まってお祭りをします。楽しいイベントやゲームがあります。
就学前の子どもと保護者が対象です。　※子どもだけでの参加はできません

オ
ン
タ
リ
オ
市
派
遣
学
生
を

募
集
し
ま
す

　
大
阪
狭
山
市
都
市
間
市
民
交
流
協
会
は
、
姉
妹
都
市
・オ
ン
タ
リ
オ
市

（
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
）に
学
生
を
派
遣
し
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
に
よ
る
生
活

体
験
な
ど
を
通
し
て
交
流
を
深
め
る
姉
妹
都
市
学
生
派
遣
事
業
を
実
施

し
ま
す
。

期

間
　
平
成
31
年
３
月
13
日
㈬
～
26
日
㈫
の
14
日
間　
※
全
泊

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
。
期
間
は
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

対

象
　
市
内
に
住
ん
で
い
る
高
校
・大
学
・専
門
学
校
・短
期
大
学

の
学
生

参
加
費　
16
万
円
程
度（
往
復
の
航
空
運
賃
、
空
港
使
用
料
・税
）　

※
燃
油
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
料
は
別
途
必
要

定

員　
６
人（
書
類
と
面
接
に
よ
る
選
考
を
実
施
）

募
集
説
明
会　
21
日
㈰
午
後
２
時
か
ら
／
市
役
所
南
館
・講
堂　
※
前
回

参
加
し
た
派
遣
学
生
の
体
験
報
告
も
あ
り
ま
す

面

接　
11
月
25
日
㈰
午
前
10
時
か
ら
／
市
役
所
南
館
・講
堂

申
し
込
み　
11
日
㈭
～
31
日
㈬
に
市
役
所
市
民
協
働
推
進
グ
ル
ー
プ
、

市
立
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
市
民
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
、
市
立
公
民
館
、
図
書
館
、
総
合
体
育
館
、
社
会

教
育
セ
ン
タ
ー
で
配
布
す
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
書

い
て
、「
大
阪
狭
山
と
オ
ン
タ
リ
オ
の
友
好
交
流
を
深
め

る
た
め
に
私
が
し
た
い
こ
と
」を
テ
ー
マ
に
し
た
作
文

（
１
２
０
０
字
以
上
で
Ａ
４
判
の
用
紙
に
横
書
き
）、
在

学
証
明
書
ま
た
は
学
生
証
の
写
し
を
添
え
て
、
市
民
協

働
推
進
グ
ル
ー
プ
へ
直
接　
※
申
込
書
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可

問
い
合
わ
せ　

大
阪
狭
山
市
都
市
間
市
民
交
流
協
会
☎
３
６
７
‐

８
１
４
１

第12回

ぽっぽえんまつり 27日㈯
午前10時～午後０時15分
（受付は午前９時45分から）

○お楽しみ劇場　絵本の読み聞かせ、ゴスペルコンサート、人形劇
○手づくりコーナー　かざぐるまづくり、お面づくり、アートワークショップ
○あそびのコーナー　バルーンアート、ヨーヨーつり、スーパーボールすくい、パッ
チンアンパンマンづくり、スライムあそび、ボール入れゲーム、ボウリングゲーム、
わなげ、ダンボール迷路、市立幼稚園児・こども園児の手づくりおもちゃ遊び
○販売コーナー　手づくりジャム、クッキー
○展示コーナー　市内の幼稚園・保育園・認定こども園やファンズガーデン、ぽっぽ
えんサークル・「おおさかさやまファミリー・サポート・センター」・ぽっぽえんボラン
ティア・子育てサポーターなどの活動紹介

いっぱ
い遊ぼ

!
○
預
か
り
保
育
　
長
期
休
業
期
間
中
も
含
め
、
年

間
を
通
し
て
午
前
８
時
30
分
か
ら
と
午
後
５
時
ま

で
実
施
し
て
い
ま
す
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便利！
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イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し

て
発
症
し
ま
す
。
38
度
以
上
の
発
熱
、
頭
痛
、
関
節
痛
、
筋
肉

痛
な
ど
の
全
身
症
状
が
急
に
現
れ
、
高
齢
者
や
慢
性
疾
患
を
持

つ
人
は
肺
炎
を
伴
う
な
ど
、
重
症
化
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
市
で
は
、
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
て
、
接
種
を

希
望
す
る
対
象
者
に
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
用
の

一
部
を
公
費
負
担
し
ま
す（
公
費
負
担
は
１
回
限
り
）。

■
対
象
　
①
65
歳
以
上
の
人
、②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
あ
っ

て
、心
臓・腎
臓
ま
た
は
呼
吸
器
の
機
能
に
障
が
い
を
持
つ
人
、

ま
た
は
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
よ
り
免
疫
の
機
能
に
障
が
い
を
持
つ
人（
②

の
障
が
い
の
程
度
は
身
体
障
が
い
者
手
帳
1
級
相
当
）

■
実
施
期
間　
１
日
㈪
～
平
成
31
年
１
月
31
日
㈭

■
自
己
負
担
額　
1
０
０
０
円　
※
生
活
保
護
を
受
け
て
い

る
人
は
無
料（
生
活
援
護
グ
ル
ー
プ
が
発
行
す
る
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
予
防
接
種
券
が
必
要
）

■
持
ち
も
の　
健
康
保
険
証
な
ど
生
年
月
日
を
確
認
で
き
る

も
の
、
健
康
手
帳
、
身
体
障
が
い
者
手
帳
ま
た
は
医
師
の
意

見
書（
②
に
相
当
す
る
人
の
み
）

■
接
種
場
所
　
市
内
の
実
施
医
療
機
関
、
富
田
林
市
・河
内
長

野
市
内
の
実
施
医
療
機
関

※
申
込
方
法
は
医
療
機
関
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
詳
し
く

は
、
各
医
療
機
関
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

　
や
む
を
得
な
い
理
由
で
遠
方
で
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防

接
種
を
受
け
、
接
種
費
用
を
全
額
自
己
負
担
し
た
場
合
の
接

種
費
用
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
償
還
払
い（
返
金
）制
度
で
助
成

し
ま
す
。
接
種
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

■インフルエンザ予防接種市内実施医療機関
医療機関名 所在地 電話番号

青葉丘病院 東池尻一丁目 365-3821
穴川整形外科医院 西山台三丁目 366-6952
今井医院 池尻自由丘一丁目 366-1061
今井クリニック 金剛二丁目 365-0647
◎上島医院 西山台一丁目 365-6579
遠藤医院 金剛一丁目 367-8401
大阪さやま病院 岩室三丁目 365-0181
おがわクリニック 西山台三丁目 366-7211
おざさクリニック 池尻中三丁目 366-0088
樫本病院 東茱 木四丁目 366-1818
辛川医院 金剛二丁目 365-0066
きりの診療所 茱 木四丁目 349-7522
◆近畿大学医学部附属病院 大野東 366-0221
金剛メディカルクリニック 半田二丁目 366-2200
さくら会病院 半田五丁目 366-5757
狭山みんなの診療所 西山台三丁目 367-3339
砂川医院 池尻北一丁目 367-1238
たかはしクリニック 茱 木四丁目 360-2020
◎つきやま胃腸内科 半田一丁目 368-9007
辻本病院 池之原二丁目 366-5131

医療機関名 所在地 電話番号
てらにしレディースクリニック 池尻自由丘一丁目 367-0666
とうだクリニック 西山台一丁目 367-1819
豊川整形外科 池尻自由丘一丁目 366-8881
長尾クリニック 西山台三丁目 366-9192
永田医院 池尻北二丁目 365-0033
西村医院 茱 木三丁目 366-1066
にしむらクリニック 狭山二丁目 367-8703
西山クリニック 池尻自由丘三丁目 349-3120
ハヤシ耳鼻咽喉科 半田一丁目 365-4888
半田あつたかクリニック 半田三丁目 349-6842
兵田病院 山本東 366-2345
平林小児科 西山台六丁目 366-9272
整形外科ふじさわクリニック 大野台二丁目 360-0500
ふじたこどもクリニック 大野台一丁目 349-9272
ますだ皮ふ科 池尻自由丘一丁目 360-1112
松尾医院 金剛一丁目 366-4726
松田皮膚科クリニック 茱 木四丁目 368-4112
村本耳鼻咽喉科 狭山一丁目 365-1733
森田クリニック 池尻自由丘一丁目 365-0555
わかきクリニック 茱 木五丁目 367-7766

◆はかかりつけ患者が優先、◎はかかりつけ患者のみです

65
歳
以
上
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
費
用
を
一
部
公
費
負
担
し
ま
す

償
還
払
い
制
度

生涯学習
出前講座
問い合わせ　市民協働推進グループ

対
象（
次
の
条
件
を
全
て
満
た
す
人
）　

○
11
月
15
日
現
在
、
難
病（
※
１
）ま
た
は
小
児
慢
性
特
定
疾
病

（
※
２
）に
り
患
し
て
い
る
人

○
８
月
16
日
以
前
か
ら
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い

る
人

○
支
給
対
象
者
の
属
す
る
世
帯
員
す
べ
て
の
人
に
市
民
税
が
課

税
さ
れ
て
い
な
い
、
ま
た
は
減
免
さ
れ
て
い
る
こ
と

（
※
１
）難
病
患
者
に
対
す
る
医
療
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く

指
定
難
病（
３
３
１
疾
病
）で
す
。対
象
疾
病
な
ど
は
、大
阪
府
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.pref.osaka.lg.jp/kenkozukuri/

atarasiiiryouhizyose/

）で
確
認
し
て
く
だ
さ
い

（
※
２
）児
童
福
祉
法
に
基
づ
く
小
児
慢
性
特
定
疾
病（
７
５
６

疾
病
）で
す
。
対
象
疾
病
な
ど
は
、
大
阪
府
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ（http://w
w
w
.pref.osaka.lg.jp/chikikansen/

shoum
anshippei/

）で
確
認
し
て
く
だ
さ
い

支
給
額　

１
万
円

申
請
に
必
要
な
も
の　

○
大
阪
府
の
発
行
す
る「
医
療
受
給
者
証
」な
ど
、
疾
病
の
り
患

を
確
認
で
き
る
も
の

○
支
給
対
象
者
名
義
の
銀
行
口
座
の
わ
か
る
も
の

○
印
鑑

○
課
税
証
明
書（
平
成
30
年
１
月
１
日
現
在
で
、
市
の
住
民
基
本

台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
な
い
場
合
）

申
し
込
み　

１
日
㈪
～
31
日
㈬
に
福
祉
グ
ル
ー
プ
へ
直
接　

※

土
・日
曜
日
、
祝
日
な
ど
休
日
を
除
く
。
た
だ
し
６
日
㈯
・20
日

㈯
は
午
前
中
の
み
受
付
。
期
間
内
に
申
請
が
な
い
場
合
は
支
給

さ
れ
ま
せ
ん

難
病
患
者
等
見
舞
金
を
支
給
し
ま
す

問
い
合
わ
せ　

福
祉
グ
ル
ー
プ

　市循環バスは、市役所発着で各バス停には１時間毎に
到着します。３系統両回りで１日に計66便運行してい
ます。路線は市内全域をほぼ網羅しています。

運行日　毎日（ただし、12月29日㈯～１月３日㈭は運休）
運賃　おとな（中学生以上）／ 100円、こども（小学生）／
50円　※交通系ＩＣカードが利用できます。各種割引
きがあります

　市の事業や施策について、市職員が地域に出向いて説明し
ます。
　市民の皆さんが知りたい・学びたいテーマをメニューの中
から選んで申し込みます。メニューは全76講座あります。詳
しい内容は、市役所市民協働推進グループ、市立コミュニティ
センター、市民活動支援センター、市立公民館で配布するパ
ンフレットを確認してください。市ホームページからもダウ
ンロードできます。
対象　10人以上の市民の団体やグループ　
費用　無料　
申し込み　申込書に必要事項を記入の上、市民協働推進グルー
プへ直接

市の財政事情防災
対策

市の
歴史

市議会
って？

市ホームページ
ＱＲコード→

　詳しくは、市役所や市立コミュ
ニティセンターで配布するパン
フレットを確認してください

公共施設へのアクセス
市役所、市立公民館など公共施設
の近くにバス停があります

バスからバスへの乗換
「市役所」や「福祉センター前」にはすべての

ルートのバスが停まるので、他ルートへの
バスの乗換ができます

路線バスとの接続
「福祉センター前」や「亀の甲」などのバス停は、

路線バス（南海バス）のバス停が隣接しているの
で、乗り継いで金剛駅や泉ヶ丘駅に行けます

病院への通院
近大病院、辻本病院、樫本病院
の近くにバス停があります

運行情報サイト（バスロケ）
スマートフォンなどでバスの
接近情報、時刻表が確認でき
ます

問い合わせ　土木グループ

ここが、
スマホ用ＱＲコード↑

ご利用ください、
市循環バス

！ナビタイム運用開始
　乗換案内サイトナビタイム
で市循環バスが検索できるよ
うになりました。
https://www.navitime.co.jp/



14広報おおさかさやま 2018.10

　
ひ
と
り
親
家
庭
医
療

■
対
象　

次
に
該
当
し
、
左
表
の
所
得
要
件
を
満
た
す
人

●
ひ
と
り
親
家
庭（
も
し
く
は
準
ず
る
家
庭
）で
18
歳
以
下
の
子

（
18
歳
に
達
し
た
年
度
末
ま
で
）と
、
そ
の
子
を
監
護
す
る
父
ま

た
は
母
、
も
し
く
は
そ
の
子
を
養
育
す
る
人（
た
だ
し
、
生
活

保
護
を
受
け
て
い
る
人
は
除
き
ま
す
）

■
手
続
き
に
必
要
な
も
の　

児
童
扶
養
手
当
の
証
書
ま
た
は
公

的
年
金
な
ど
の
証
書
、
健
康
保
険
証
、
戸
籍
謄
本（
市
に
本
籍

が
な
い
場
合
）　

※
平
成
30
年
１
月
１
日
時
点
で
、
市
の
住
民

基
本
台
帳
に
記
録
の
な
い
人
は
所
得
確
認
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

15 広報おおさかさやま 2018.10

市民公益活動促進基金に寄付を
～公益活動を広げるための市民と市の協働～

　市民公益活動促進基金は、市民と市が協働し市民の公益活動を支援する
ための資金を積み立てる制度です。この基金は、市民や事業者などから寄
せられた寄付金と同額を市が上積みする「マッチング・ギフト方式」を取り
入れることで、寄付金の２倍の額が基金に積み立てられます。
　積み立てた基金は、福祉の増進、環境の保全、青少年健全育成、文化芸
術の振興、国際交流など、地域課題を解決するために市民公益活動団体が
実施するさまざまな社会貢献活動に対する補助金の財源として活用してい
ます。平成30年度は、５事業に補助金の交付を決定しています。
　市民公益活動を育成・支援する基金に寄付をお寄せください。基金に寄
付をすると、所得税と市民税が一定の限度額まで控除されます。基金の詳
細や補助対象事業の詳しい内容は、市ホームページを確認してください。
問い合わせ　市民協働推進グループ

技能検定受検手数料補助金 

学校法人近畿大学および大阪府と
「大阪狭山市における近畿大学医学部附属病院等移転後の地域医療機能の確保に
関する基本協定書」を締結しました　　　　　　　　　　　　　　　　　　

■障がい者医療の所得要件
扶養親族などの数 所得制限額

０人 462 万 1,000 円

１人 500 万 1,000 円

２人 538 万 1,000 円

■ひとり親家庭医療の所得要件

扶養親族
などの数

所得制限額
父または母、養育者 扶養義務者など

０人 192 万円 236 万円

１人 230 万円 274 万円

２人 268 万円 312 万円
※扶養親族などの数が３人目以降は、１人につき 38 万

円を加算します
※各種控除がありますので、詳しくは問い合わせてく

ださい

重
度
障
が
い
者
医
療
証
・

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
証
の
更
新

　

重
度
障
が
い
者
医
療
証
、
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
証
の
有

効
期
限
は
31
日
㈬
で
す
。
引
き
続
き
該
当
す
る
人
に
は
所

得
状
況
な
ど
を
確
認
し
、
新
し
い
医
療
証
を
送
付
し
ま
す
。

　

11
月
以
降
に
受
診
す
る
と
き
は
、
新
し
い
医
療
証
を
医

療
機
関
窓
口
で
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
医
療
証
を
持
っ
て
い
な
い
人
で
、
対
象
要
件
を

満
た
す
人
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
重
度
障
が
い
者
医
療

■
対
象　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
下
表
の
所
得
要
件
を
満

た
す
人（
た
だ
し
、
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
人
は
除
き
ま
す
）

●
身
体
障
が
い
者
手
帳
１
級
ま
た
は
２
級
を
持
つ
人

●
療
育
手
帳
Ａ
を
持
つ
人

●
療
育
手
帳
Ｂ
１
と
身
体
障
が
い
者
手
帳
を
持
つ
人

●
精
神
障
が
い
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
を
持
つ
人

●
特
定
医
療
費（
指
定
難
病
）・
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
所
持

者
で
障
が
い
年
金（
ま
た
は
特
別
児
童
扶
養
手
当
）１
級
に
該
当

す
る
人

■
手
続
き
に
必
要
な
も
の　

対
象
と
な
る
要
件
の
手
帳
や
受
給

者
証
、
健
康
保
険
証
な
ど　

※
平
成
30
年
１
月
１
日
時
点
で
、

市
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
の
な
い
人
は
所
得
確
認
が
必
要
で

す
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

　
稼
働
か
ら
約
30
年
が
経
ち
、老
朽
化
し
た
斎
場
を
改
修
し
ま
す
。

　
冷
却
設
備
の
あ
る
火
葬
炉
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
火
葬
か
ら
収

骨
ま
で
の
時
間
を
大
幅
に
短
縮
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
工
事
は

平
成
32
年
度（
２
０
２
０
年
度
）に
完
了
す
る
予
定
で
す
。

　
工
事
期
間
中
は
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
、
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
生
活
環
境
グ
ル
ー
プ

斎
場
火
葬
炉
な
ど
の
改
修
工
事
を
行
い
ま
す

■
問
い
合
わ
せ　

保
険
年
金
グ
ル
ー
プ

	

　市は、市内の事業所の従業員の技術向
上を支援し、競争力を引き上げることを
目的に、市内の中小企業者および小規模
企業者が、従業員に技能検定を受検させ
て合格した場合に、予算の範囲内におい
て「大阪狭山市技能検定受検手数料補助
金」を交付します。

補助の対象　事業所負担で、従業員が技能検定を受検し、合格した
場合
補助金の内容　各都道府県職業能力開発協会が行う技能検定受検手
数料の２分の１の額（100円未満は切り捨て）
申請期間　技能検定の合格発表から 1か月以内
申請に必要な書類　申請書（市ホームページからダウンロード可）、
事業主が技能検定に係る経費を負担していることを確認できる書
類、技能検定の合格が証明できる書類の写し、納税証明書、 技能検
定合格者の在職証明書

問い合わせ　農政商工グループ

を交付します

協定の内容
・学校法人近畿大学は、近畿大学医学部附属病院等の移転後における跡地での医療について、将来にわたる必要な

医療需要を踏まえながら、医療法人等への経営移譲を軸に医療機能の確保に努めること
・学校法人近畿大学は、近畿大学医学部附属病院等が移転した後も、引き続き南河内医療圏における基幹病院とし

ての役割（とりわけ三次救急、心筋梗塞・脳卒中等の救急、災害拠点病院としての機能・役割、がん、小児、周産
期医療等）を確実に果たすとともに、地域医療の充実に積極的に取り組むこと

・大阪府は、近畿大学医学部附属病院等の移転後の南河内医療圏における医療機能が低下しないよう医療体制の確
保に取り組むこと

・跡地での医療機能の確保に当たって調整が必要となる事項については３者で協議すること　など

　平成29年12月に公表された近畿大学医学部附属病院の市からの完全撤退について、市は、学校法人近畿大学に
病院の存続等を求め、市単独で、また近隣市町村とも共同して要望してきました。同時に、医療行政を担う大阪
府に対しても、その役割と責任を果たすよう強く要望してきました。また、市議会においても、全会一致で決議
が採択され、同大学と大阪府に、病院存続の要望書が提出されました。
　さらには、市民の皆さんによる署名活動も行われ、約３万筆の署名が同大学と大阪府に提出されるなど、全市
的に病院存続のための要望活動が展開されてきました。
　しかしながら、５月29日の同大学からの市への回答は、「移転後の跡地には、経営移譲を軸として医療の確保に
努める。」との内容でした。
　タウンミーティング（７月21日開催）での意見や、これまでの要望活動などを踏まえ、病院を残すよう同大学と
交渉・協議をしてまいりましたが、同大学は、病院を残さないという方針を変えることはありませんでした。
　市としては、近畿大学医学部附属病院の移転後の跡地に医療機能を確保することが重要であり、それには継続
して協議を進めていくことが不可欠であることから、９月13日に、市、学校法人近畿大学、大阪府との３者で、
基本的な事項について協定を締結しました。
　今後も、市民の皆さんが、住み慣れた地域で、いつまでも安心して暮らし続けることができるよう、また、身
近で医療を受けることができるよう、移転後の跡地での医療機能の確保に努めます。

問い合わせ　保健センター



17 広報おおさかさやま 2018.10 16広報おおさかさやま 2018.10

■募集区画
西山霊園［大野西860-1］…１等地12区画・２等地14区画・３等地２区画
公園墓地［東野中一丁目1521］…２等区１区画・３等区１区画・４等区６区画
※今回募集する区画は全て更地ですが、一度使用され返還を受けた区画です
■申込資格
引き続き３年以上市内に住んでいて（平成27年10月31日以前に市の住民登録をし
た人で、申込日現在、引き続き住民基本台帳に記録されている人）、原則として世
帯主であること。本人または世帯員が、西山霊園または公園墓地使用者でない人
■申込方法
１日㈪～ 11月２日㈮（土・日曜日、祝日など休日を除く）に市役所生活環境グルー
プ、ニュータウン連絡所で配布する使用申請予約票に必要事項を書いて、生活環
境グループへ直接　※記載事項の確認が必要なため、郵送では受け付けできませ
ん。１世帯につき西山霊園または公園墓地のいずれか１区画に限ります
■受付期間
29日㈪～ 11月２日㈮
■公開抽選会
11月22日㈭午後２時から／市役所・第１会議室

■基準使用料
区分 基準面積 基準使用料 管理料（年額）

西山霊園

１等地 6.0 m2 205 万 4,930 円 6,000 円

２等地
Ａ区画 4.0 m2

127 万 9,800 円 4,000 円
Ｂ区画 4.6 m2

３等地
Ａ区画 3.0 m2

92 万 8,040 円 3,000 円
Ｂ区画 3.6 m2

公園墓地

１等区 12.0 m2 351 万 7,140 円 1 万 2,000 円
２等区 9.0 m2 255 万 430 円 9,000 円
３等区 6.0 m2 164 万 3,940 円 6,000 円
４等区 4.0 m2 102 万 3,840 円 4,000 円

※ 区画の位置や面積によって、基準使用料が割り増しとなる場合があります。また、使用料の払込方法は一括払いで、
納期限は 12月21日㈮です。なお、管理料は使用開始時期により異なります

西山霊園・公園墓地使用者を募集します 問い合わせ
生活環境グループ

ごみ・し尿収集日程一覧表 問い合わせ　生活環境グループ
■し尿収集日

池尻、東池尻、狭山 半田、大野 茱 木 池之原 山本

10 月 １・16 ３・４・18・19 ５・９・22・24 11・26 12・15・29・30

11 月 １・16 ５・６・19・20 ８・９・22・26 13・28 14・15・29・30

12 月 ３・18 ４・５・19・20 ７・11・21・25 12・26 13・14・27・28

１月 ７・17 ８・９・21・22 10・11・24・25 11・28 15・16・29・30

２月 １・18 ４・５・19・20 ７・８・22・25 12・26 14・15・27・28

３月 １・18 ５・６・20・22 ８・11・25・26 13・27 14・15・28・29

■粗大ごみおよび資源ごみ（ペットボトル、発泡スチロール・トレイ、金属類など）の収集日［毎月１回］

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

第
１

池之原、山本、岩室
二丁目の一部

大野台五丁目、グミヒル
ズ、西山台一丁目・茱 木
四丁目の一部

茱 木五～七丁目、ス
カイハイツ、ハロー
タウン金剛、東茱 木
一～四丁目（国道310
号沿い）

狭山一～四丁目、半
田六丁目（北村）、フォ
ンターナ狭山遊園前、
さやま遊園グランド
ハイツ

大野台一丁目、茱
木六丁目の一部

第
２

オリエント狭山アー
バ ン コ ン フ ォ ー ト、
さ や ま ハ イ タ ウ ン、
西山台四丁目１・２番

（府営住宅１棟～ 21
棟）

大野台七丁目、ガーデン
ハイム狭山、西山台五丁
目（公団住宅）、西山台六丁
目、今熊四丁目の一部（グ
リーンタウン西山台（エク
セレントヒル）、ディート
ピア狭山あまの台）

大野、茱 木八丁目、
東茱 木一～四丁目

（国道310号沿いを除
く）

今熊二丁目、ヴィラ
ナリー狭山（大野台公
団）、茱 木一～四丁
目（グ ミ ヒ ル ズ を 除
く）

今 熊 一・三 ～ 七 丁
目、岩室、グリー
ンコーポ、西山台
三丁目

第
３

半田一～五丁目（東村
･ 川 向 ･ 前 田 ･ 浦 之
庄）、パークホームズ、
ライブタウン金剛

大野台六丁目、西山台二
丁目

大野台四丁目、西山
台四丁目３番（府営住
宅22棟～ 44棟）

金剛一・二丁目、狭山
コーポ、南海シティ
コート金剛、セザー
ル狭山、遊園ハイツ、
レークハイツ

東野

第
４

池尻北一・二丁目、狭
山五丁目、東池尻

大野台二丁目、狭山ハウ
ス

大野台三丁目、狭山
グ ロ リ ア ス ヒ ル ズ、
ライオンズマンショ
ン（大阪狭山・金剛）

池尻中三丁目、池尻
自由丘一～三丁目

池尻中一・二丁目、
ファインキャピタ
ル

●ごみの収集は祝日も行います。収集時間は、収集するごみの量によって変わるときがありますので注意してください。詳
しくは、生活環境グループまたはニュータウン連絡所で配布している「ごみの正しい分け方・出し方」を確認してください

●危険ごみなどによる収集時のけがを未然に防止するため、ごみは中身が見えるように半透明の袋に入れて出してくだ
さい。カラスや猫よけに、ネットやごみペールを使用していても収集は可能です

●粗大ごみの排出は、おおむね３点まででお願いします。引越しや大掃除に伴う粗大ごみなど大量の臨時ごみの収集は
有料です。詳しくは、問い合わせてください

●エアコン、テレビ、冷蔵（冷凍）庫、洗濯機・衣類乾燥機は家電リサイクル法の対象となります。粗大ごみとしては収集
できません

●スプリング入りマットレスは、粗大ごみとして収集できません。処理方法など、詳しくは問い合わせてください

毎週月・木曜日 大野、大野台一～七丁目、茱 木八丁目、グミヒルズ、スカイハイツ、西山台一～六丁目、今熊四丁目の
一部（グリーンタウン西山台（エクセレントヒル）、ディートピア狭山あまの台）、茱 木五・六丁目の一部

毎週火・金曜日
今熊、池之原、岩室、池尻中一～三丁目、池尻自由丘一～三丁目、ヴィラナリー狭山（大野台公団）、茱
木一～七丁目、狭山一～四丁目、狭山コーポ、南海シティコート金剛、セザール狭山、半田、東茱 木一
～四丁目、東池尻三丁目（南海高野線の西側）、山本、西山台六丁目の一部、遊園ハイツ、レークハイツ

毎週水・土曜日 池尻北一・二丁目、金剛一・二丁目、狭山五丁目、東池尻一・二丁目、東池尻三丁目（南海高野線の東側）、
東池尻四～六丁目、東野

■燃えるごみの収集日［毎週２回］

■災害ごみの回収　
　台風第21号の通過に伴い発生した災害ごみは、９月12日から粗大ごみの日に回収しておりましたが、12日㈮
で回収を終了します。12日までは、各家庭の「粗大ごみの日」に「災害ごみ」と表記して出して下さい。（災害ごみは
シール不要です。）
収集できないもの　家電リサイクル関連品（冷蔵庫・冷凍庫・エアコン・テレビ・洗濯機・乾燥機）、パソコン、タイヤ、
バッテリー、バイク、アスベスト含有物　など
※瓦、レンガ、コンクリートブロックなどについて　台風により一部損壊した住家などの修繕工事や、解体業者
に依頼して工事に伴い不要となった瓦、レンガ、コンクリートブロックなどは、廃棄物処理法の規定により施工
業者（元請業者）が処理すべき産業廃棄物となるため、一般廃棄物として市で引き取ることができません


